
一
二
世
紀
初
頭

ハ
ラ
ブ
の
住
民
指
導
者
た
ち

谷

口

淳

一

12世 紀初頭ハラブの住民指導者たち

は
　

じ
　

め
　

に

　

遅
く
と
も

一
一
世
紀

の
前
半
か
ら
北

シ
リ
ア
の
中
心
都
市

ハ
ラ
ブ

(
ア

レ
ッ

ポ
)
に
は
ラ
イ
ー
ス

(
長
)
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
存
在
し
、
同
じ
頃
か
ら
史
料
に

言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ア
フ
ダ
ー
ス

(若
衆
)
と
い
う

一
種
の
民
兵
と
思
わ
れ

る
集
団
と
協
力
し
て
都
市
の
治
安
維
持

や
防
衛
な
ど
の
任
に
当
た

っ
た
。
ま
た
両

者
は
、

ハ
ラ
ブ

の
支
配
を
巡
る
抗
争
に
し
ば
し
ば
関
与
し
、
彼
ら
が
市
門
を
開
き

新
し
い
君
主
を
迎
え
入
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
政
権
が
交
替
す

る

こ
と

さ
え
あ

っ

た
。

宅
の
ぽ
う
に
当
初

は
ハ
ラ
ブ

の
住
民

を
代
表
す
る
形
で
支
配
者
と
向
き
合
う

こ
と
の
多
か

っ
た
ラ
イ
ー
ス
で
あ
る
が
、　
一
一
世
紀
末
以
降
は
君
主
に
ょ

っ
て
選

任
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
次
第
に
支
配
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い

っ
た
。
支

配
者
の
後
ろ
盾
を
得
た
ラ
イ
ー
ス
の
力

は
以
前
に
も
増
し
て
大
き
く
な

っ
た
が
、

そ
の
半
面
そ
の
地
位
は
政
権
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ

し
て
五
〇
七
/

=

二
二
年

に

ツ
リ

ア

・
セ

ル
ジ

ュ
ク
朝
の
霜
主
リ
ド
ワ
ー
ン

(幻
己
≦
91
⇒
)

が
没
し
た
後
、　
ハ
ラ
ブ
が
政
治
混
乱
期
に
入
る
と
、
ラ
イ
ー
ス
の

地
位
は
極
度
に
不
安
定
と
な
り
、
短
期
間

に
多
く
の
ラ
イ
ー
ス
た
ち
が
交
替
を
繰

り
返
し
た
。
こ
う
し
て
ラ
イ
ー
ス
と
い
う
旧
来
の
指
導
者
が
力
を
失

っ
て

い
く

一

方

で
、
峰ハ
ッ
シ
ャ
月
ブ

(巴
-出
皺
鐙
ぴ
)

家

と

ア
ブ

ー

.
ジ

ャ
ラ
司
ダ

(φ
び
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

智
岳
審
)
家
と
い
う
代

々
カ
ー
デ

ィ
ー

(法
官
)
を
輩
出
し
た
二
大
家
系
を
中
心

に
、
ウ
ラ
マ
ー
や
シ
ャ
リ
ー
フ
と
い
っ
た
宗
教
的
な
権
威
を
有
す
る
人
々
が
十
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

軍
勢
力
や
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
と
の
抗
争
な
ど
に
際
し
て
住
民
の
先
頭
に
立

っ
て

活
動
す
る
姿
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
、
か
つ
て
私
が

ハ
ラ
ブ

の
ラ
イ
ー
ス
に
関
し
て
試
み
た
論
考

の
概
要
で

　

　

あ
る
。
た
だ
し
そ
こ
で
は
ラ
イ
ー
ス
の
分
析
に
重
き
を
置

い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、

新
た
に
台
頭
し
て
き
た
ウ
ラ
マ
ー
た
ち
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
論
じ
る
余
裕
が
な

か

っ
た
。
本
稿

の
目
的
は
、
そ
の
欠
を
補
う
た
め
に
、
リ
ド
ワ
ー
ン
の
治
世
末
期

か
ら
ザ
ン
ギ
ー
朝
が

ハ
ラ
ブ
を
併
合
す
る
五
二
二
/

一
一
二
八
年
ま
で
の

一
五
年

間
余
り
を
対
象

と

し

て
、

こ
の
新
し
い
動
き
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
あ

る
。

　

一
一
世
紀
以
降
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
カ
ー
デ

ィ
ー
が
住

民
の
長
と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
す
で
に
カ
エ
ン
が

ハ
ラ
ブ
を
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

む
各
地
の
例
を
あ
げ
て
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し

ハ
ラ
ブ
の
事
例
を
紹
介
し
て
い

る
部
分
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
ラ
イ
ー
ス
が
議
論
の
中
心
で
あ
り
、

ハ
ッ
シ

ャ
ー
ヅ
家
は
ラ
イ
ー
ス
と
拮
抗
し
た
り
協
力
し
た
存
在
と
し
て
言
及
さ
れ
る
も
の

の
、

そ
の
動
向
に
は
あ
ま
り
注
音
心が
払
わ
れ
て
い
な
い

[O
⇔
ゲ
⑦
口
HΦα
o。
"
卜Q潜
卜o
]。

豪
た
大
州
原
億
、
"
.し
の
時
期

の
ハ
ラ
ブ
の
政
治
過
程
を
記
述
す
る
中
で
、・
ハ
ヅ
シ

131



窓史

ヤ
ー
ブ
家
の
動
向
に
も
目
を
向
け
て
そ

の
影
響
力

の
大
き
さ
に
言
及

し

て
い

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

が
、
や
は
り
ラ
イ
ー
ス
を
分
析

の
中
心
に
据
え
て
い
る
。
他
方
、

シ
リ
ア
の
ラ
イ

ー
ス
と
カ
ー
デ

ィ
ー
に
関
す
る
専
著
を
著
し
た

ハ
ー
ベ
マ
ン
は
、

ラ
イ
ー
ス
と
も

呼
ば
れ
た

ハ
ッ
シ
ャ
ー
プ
家

の
人
物
を
他
の
ラ
イ
ー
ス
と
同
列
に
置
き

「公
式

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ラ
イ
ー
ス
」
と
し
て
分
析
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
従
来

の
研
究
で
は
、

ラ
イ
ー
ス
に
注
目
す
る
あ
ま
り
、

ハ
ッ
シ

ャ
ー
プ
家
や
ア
ブ
ー

・
ジ
ャ
ラ
ー
ダ
家

な
ど
の
ウ
ラ
マ
ー
が
果
た
し
た
役
割
を
過

小
評
価
し
た
り
、
逆
に

ハ
ッ
シ
ャ
ー
プ
家
の
人
物
を
ラ
イ
ー
ス
と

一
括
し
て
論
じ

る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
都
市
内

の
状
況
を
考
え
る

た
め
に
は
、
住
民
を
代
表
し
て
行
動
す

る
人
物
は
常
に
ラ
イ
ー
ス
で
あ

っ
た
と
い

う
前
提
を
外
し
て
、
ラ
イ
ー
ス
た
ち
の
関
与
が
見
ら
れ
な
い
事
例
も
含
め
て
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
以
下
、
ま
ず
第

一
章
で
当
該
時
期
の
事
例
を
列

挙
し
、
第

二
章
で
は
そ
の
情
報
に
基
づ
き
な
が
ら
、
支
配
者
お
よ
び
他

の
住
民
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
関
係
を
中
心
に
、

ハ
ラ
ブ
の
住
民
指
導
者
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
す

る
。

一　

ハ
ラ
ブ

の
危
機
と
住
民

の
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
本
章
で
は
、
同
時
代
の
証
言
を
多
く
含
む

↓
U
窰

と

切
日

を
主
に
利
用
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

が
ら
、
住
民
の
動
向
が
わ
か
る
重
要
事

件
の
経
緯
を
年
代
順
に
提
示
す
る
。

事

例
①

"
五
〇

四
/

=

一

一
年

　

ア

ン
テ

ィ
ナ

キ

ア
公

タ

ン
ク

レ

ー
ド

の
攻

勢

に
屈

し

、

ハ
ラ
ブ

の
支

配

者

リ

ド

ワ

ー

ン
は

二
万

デ

ィ
…

ナ

ー

ル

の
貢

納

な

ど

を

条

件

に

休

戦

協

定

を

結

ん

だ
。

こ
れ

に
対

し

て
、

フ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ
ー

ン

・
ム

ハ

ン

マ
ド

・
イ
ブ

ン

・
ア

ル

ハ
ッ

　
　

　

⑩

シ

ャ
ー
プ

と

シ

ャ
リ

ー

フ

闘
ア
ブ

ー

・
ジ

ャ

ァ
フ

ァ
ル

・

ハ
ー

シ
ミ

ー

(
諺
げ
口

　
錫

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

1

智
、h霞

巴
出

毅

圃目
一)

が

法

学

者

、

ス

ー

フ

ィ
ー
、

商

人

の

一
団

と
共

に
バ

グ

ダ

ー

ド

へ
行

き
、

セ

ル
ジ

ュ
ク
朝

の

ス
ル

タ

ー

ン

闘
ム

ハ
ン

マ
ド

一
世

に

シ
リ

ア
遠

征

軍

の
派

遣

を
要

請

す

る
。

彼

ら

は

ス

ル

タ

ー

ン

の
宮

殿

や

ハ
リ

ー

フ

ァ
の
宮

殿

の

ジ

ャ
ー

ミ

ィ
で
礼

拝

を

妨

害

す

る
と

い

っ
た

示
威

行

動

を
繰

り
返

し
、

ス

ル

タ

ー

ン
に
遠

征

軍

派

遣

を

承

諾

さ

せ
た
。

ア
ブ

:

・
ジ

ャ

フ

ァ
ル
と

フ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ
ー

ン
は
、

遠

征

軍

が

シ
リ

ア
派

遣

へ
向

け

て
準

備

中

で
あ

る
と

い
う

情

報

を

持

っ
て

ハ
ラ
ブ

へ
帰

着

し
、

ス

ル

タ

ー

ン

の
書

簡
が

ジ

ャ
ー

ミ

ィ
で
読

み
上

げ

ら

れ

た

[飢
日
U

"
嵩

ω
"
国
日

H
9

偽
○。
軸
-
偽
c。
ω
い
日
∪
]≦

H
"
偽
○。
卑
げ
い
N
門
【
N
"
H
α
昌

。

　

事

例
②

"
五
〇

五
/

一

一

=

年

　

ス

ル
タ

:

ン

"

ム

ハ
ン

マ
ド

一
世

が

派

遣

し

た

シ
リ

ア
遠

征

軍

は
、

ま
ず

ル

ハ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

⑪

ー

(
エ
デ

ッ
サ
)

を

、

次

い

で

タ

ヅ
ル

n
バ

ー

シ

ル
を
攻

撃

す

る
が

、

早

く

も

内

部

分

裂

が

生

じ

て
作

戦

は
失

敗

す

る
。

そ

の
後

、

遠

征

軍

は

ハ
ラ
ブ

へ
向

か

う

が

、

リ

ド

ワ

ー

ン
は
協

力

を
拒

ん

で
市

門

を

閉
ざ

し
、

イ

ス

マ
ー

イ

ー

ル
派

の

ア

フ
ダ

ー

ス
な
ど

を
配

し

て
市

壁

を

守

ら

せ
、

糧

食

を

運

び

出

す

こ
と

を
禁

じ

た
。

こ

の
リ

ド

ワ
ー

ン
の
対

応

に
対

し

て
遠

征

軍

は

ハ
ラ
ブ

を
攻

撃

し
、

住

民

は

リ
ド

ワ

ー

ン
を

非

難

し

て
市

街

は
騒

然

と

な

る
。

　

ス

ル
タ

ー

ン
の
派

遣

し

た
軍

の
統

率

が

失

わ

れ

た

理
由

の

一
つ
に
、

総

司

令

官

に

任
命

さ
れ

た

ハ
マ
ザ

ー

ン
領

主

ブ

ル

ス
ク

・
ブ

ン

・
ブ

ル

ス

ク

(
切
霞

饕

ρ

び
・
bご
ロ
話
目
ρ
)
が

病

に

倒

れ

て

ラ

ァ
ス

・
ア

ル
ア

イ

ン

(
図
o
.°。
鈴
憎
.諺
団
ロ
)

に
退

い
て

い
た

と

い
う
事

情

が

あ

っ
た
。

そ

こ

で

フ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ

ー

ン
と

ハ
ラ
ブ

の

信
仰

深

い
善

人

た

ち

(
§

N
ミ

・ミ
嵩

鑓
畠

匙

冒

鬟

)

の

一
団

が

市

壁

を
乗

り
越

え

て
脱

出

し
、

ブ

ル
ス

ク

の
下

へ
赴

い

て
、

彼

に

ハ
ラ
ブ

へ
来

る

よ
う

求

め

た
。



ユ2世紀初頭ハラブの住民指導者たち

フ

ァ
フ

ル

ヅ
デ

ィ
ー

ン
の
説

得
に

応

じ

て
ブ

ル

ス
ク

は
病

を

お

し

て

ハ
ラ
プ

へ
赴

い
た
が

、

統

一
を
欠

い

た
遠

征

軍

は
さ

し

た

る
成

果

も
上

げ

な

い
ま

ま

解

散

し

た

[
ゆ
↓

○。
胴
ω
①
罐

占

①
①
辞

飢
日
U

"
ド
お

占

ミ

い
↓
冒

≦

目
"
器

ぴ
占

窃
簿
]
。

　
事

例
③

軸
五
〇

七
/

一

一

二

ニ
ー

一
四
年

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

⑫

　

親

イ

ス

マ
ー

イ

ー

ル
派

政

策

を

採

り

続

け

て

い
た

リ

ド

ワ
ー

ン
が

五
〇

七
年

六

月

二

八
日

/

一

一
一
三
年

=

一月

一
〇

日
に

没

し
、

息

子

の
ア

ル
プ

ア

ル
ス

ラ

ン

(
≧

ぴ

諺
同
ω断
昌
)

が

即
位

し

た
。

新

君

主

も

当

初

は
同

派

を

優

遇

し

、

市

街

に

南

接

す

る

シ

ャ
リ

r

フ
城

を
拠

点

と

し

て
用

い
る

こ
と

を

認

め

た

の
で
、

フ

ァ
フ

ル

ヅ
デ

ィ
ー

ン

は

ア

ル
プ

ア

ル

ス
ラ

ン
を

非

難

し

た

[〉
羂

鱒
ド
○。
占

㊤
]
。

さ

ら

に

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
⑬

フ

ァ
フ

ル

ヅ
デ

ィ
ー

ン
は

ラ
イ

ー

ス

の
サ

ー
イ

ド

・
プ

ン

・
バ

デ

ィ
ー

と

イ

ス

マ

:
イ

ー

ル
派

対

策

に

つ

い
て
話

し
合

い
、

両

者

を

含

め
た

ハ
ラ
ブ

の
有

力

者

た

ち

(
§
ミ

§

)

は

ア

ル
プ

ア

ル

ス

ラ

ン
に
同

派

の
行

状

を

訴

え

弾

圧

を

要

請

し

た
。

そ

の
結

果

、

同

年

八

月

一
八

日
/

一

一

一
四
年

一
月

二
七

日

に

ラ
イ

ー

ス

の
サ

ー

イ

ド
が

中

心

と

な

っ
て
同

派

の
弾

圧
が

実

行

さ
れ

、

同

派

の
長

イ

ブ

ン

・
ア

ッ
サ

ー

イ

グ

(
H
げ
昌
①
一-留

.蒜
)
を

は

じ

め
と

す

る

二
百

人

が

捕

ら

え

ら

れ
、

三

百

人

が

　
　

　

　

　

　

⑭

殺

さ
れ

た
と

い
う
。

　

事

例
④

嚇
五

=

一/

一

=

八
年

　

五

一

一
/

一

一

一
七

・

一
八
年

に

ア

ル
ト

ゥ
ク
朝

の
ナ

ジ

ュ
ム

ッ
デ

ィ
ー

ン

・

イ

ル
ガ

ー
ズ

ィ
ー

(
Z
ε
B

巴
6

冒

目
醫

N
日)

が

一
且

ハ
ラ
ブ

に
入

る
が
、

す

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
⑮

ぐ

に
本

拠

地

の

マ
ー

ル
デ

ィ
ー

ン

(
ζ
胃

臼
口
)

へ
と

戻

っ
て

い

っ
た
。

ア

ン

テ

ィ

ナ

キ

ア
公

国

な
ど

十

字

軍

側

は
、

休
戦

協

定

を
反

故

に

し

て

ハ
ラ
ブ

に

対

す

る

攻

撃

を

再
開

し

た

[
N
出

か。
"
↑
○。
昌

。

こ
の
危

機

に
際

し

て

ハ
ラ
ブ

の
有

力

者

た

ち

(
鐘
ミ
.導

)

は

フ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ
ー

ン
に

苦

情

を

訴

え
、

彼

ら

は
合

意

の
上

で

イ

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

ル
ガ

ー

ズ

ィ
ー

に
来

援

を
求

め

る
使

節

を

送

っ
た
。

イ

ル
ガ

ー

ズ

ィ
ー

は
要

請

に

応

え

て

ハ
ラ
ブ

へ
来

る
が

、

反

対

勢

力

が

市

門

を

閉

ざ

し

た

た

め

彼

は

引

き

返

す

。

そ

こ
で

フ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ
ー

ン
ら

が

追

い
か

け

て

連

れ
戻

し
、

よ

う

や
く

イ

ル
ガ

r
ズ

ィ
ー

を

ハ
ラ
ブ

に
招

き

入

れ

た
。

彼

は

シ
リ

ア

・
セ

ル
ジ

ュ
ク
家

の
残

存

勢

力

の
財

産

を
奪

い
、

彼

ら
を

内

城

か
ら

追

い

出

し

た
　

冖
日
U
ζ

H
四
旨
"。
ぼ

N
出

卜○
昌
o。
呂

。

事

例
⑤

"
五

一
四
/

=

二
〇

・
二

一
年

　

当

時

ハ
ラ
ブ

を
離

れ

て

い

た
支

配

者

イ

ル

ガ

ー
ズ

ィ
ー

の
許

ヘ
イ

ス

マ
ー

イ

ー

ル
派

の
新

し

い
長

ア
ブ

:

・
ム

ハ
ン

マ
ド

(
諺
ぴ
ロ

リ
斟
崔
ず
O
b
P
ヨ
⇔
鎚
)

が

再

び

シ

ャ

リ

ー

フ
城

を

求

め

て
使

者

を
送

っ
た
。

同

派

を

警

戒

す

る

イ

ル
ガ

ー

ズ

ィ
ー

は

そ

の
使

者

を
引

き

止

め
、

伝

書

鳩

を

ハ
ラ
ブ

へ
飛

ば

し

て
お

お

よ

そ

以

下

の
よ

う

な

こ
と

を

命

じ

た
。

ま
ず

シ

ャ
リ

ー

フ
城

と

市

街

部

の
間

の
壁

を

破

壊

し
、

こ

の
城

を

十

字

軍
勢

力

に
引

き

渡

そ

う
と

し

た
者

が

い

る
と

い

う

噂

を

広

め

る
。

最
後

に
、

ハ
ラ
ブ

人

の
有

力

者

た

ち

(
§
ミ
.§

)

が

家

族

や

一
族

と

と

も

に

そ

こ
を
占

拠

し

て
し

ま

う

[
↓
U
]≦

H
"
H
α
魅Q
9
み

]
。

　

ハ
ラ
ブ

で

は

ア
ブ

ー

・
ム

ハ
ン

マ
ド
が

イ

ル
ガ

ー
ズ

ィ
ー
に

使

者

を

送

っ
た

と

い
う

噂

が
広

ま

り
、

ハ
ラ
ブ

人

の

一
団

(
.　　
　
　8
ハ

丶
矗
§
＆
◎
)
が

話

し
合

っ
て

シ

ャ
リ

ー

フ

城

を
破

壊

す

る

こ
と

に
し

た
。

そ

こ
で

フ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ
ー

ン
は
彼

ら

を

集

め
て

同

城

を
破

壊

し
た

。

ア
ブ

ー

・
ム

ハ
ン

マ
ド

の
使

者

が

ハ
ラ
ブ

に
到

着

し

た

と

き

に

は
、

す

で

に
城

は
破

壊

さ

れ
、

そ

こ
に

は

シ
ー

ア
派

と

ス

ン
ナ
派

の
有

力

者

た

ち

の

一
団

(
旨

ミ
勘
.貸
§
§

起
ミ
。§

黛
N
・旨
.＆

建
"

ミ
・養

蕎
§

)
が

住

ん
で

い
た

。

イ

ス

マ
ー
イ

ー

ル
派

は
再

度

こ

の
城

を

要

求

し

た
が

、

イ

ル
ガ

ー
ズ

ィ
ー

は
先

住

133



窓史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑰

者
の
存
在
を
根
拠
に
彼
ら
の
要
求
を
拒

否
し
た
の
で
あ
る
。

　
事

例

⑥

"
五

一
五

/

一

一
二

一
年

　

イ

ル

ガ

ー
ズ

ィ

ー

の
息

子

で

そ

の
ナ

イ

ー
ブ

を
務

め

て

い

た

シ

ャ
ム

ス

ッ
ダ

ウ

ラ

・
ス

ラ
イ

マ
r

ン
が

父

に
対

し

て
反

乱

を

起

こ
す
。

イ

ル
ガ

ー
ズ

ィ
ー

は
そ

れ

を
鎮

圧

し
、

ス

ラ
イ

マ
ー

ン
を
唆

し

た

と

し

て

ナ
r

ス

ィ

ル

(
2
留
剛増
)

と

い
う

軍

人

と

ラ
イ

ー

ス

H
イ
ブ

ン

・
ク

ル

ナ
ー

ス
ら

を

捕

ら

え

た

[
囚
弓

H
O
"
0
露

脚

↓
U
]≦

H
二

2

び
嚇
N
缶

ド

ト◎
O
ρ

8

舘

。

　
事
例
⑦

"
五

一
六
/

=

二
二
年

　

こ
の
年
イ
ル
ガ
ー
ズ

ィ
ー
が
病
没
し
、
代
わ

っ
て
同
じ
ア
ル
ト
ゥ
ク
家
で
彼
の

ナ
ー
イ
ブ
で
あ

っ
た
バ
ド
ル
ヅ
ダ
ウ
ラ

・
ス
ラ
イ

マ
ー

ン

(bd
鋤痔

勉
r
U
9
≦
ド

60
¢
ド
驚
置
鋤
ロ
)
が

ハ
ラ
ブ
の
支
配
者
と
な

っ
た

[臼
U
ζ

ビ

嵩
Φε

N
鵠

曽

悼
O⑩
]。

そ
し
て
再
び

エ
ル
サ
レ
ム
王
ボ
ー
ド
ワ
ン
ニ
世
な
ど
が
率

い
る
十
宇
軍
勢
力
が
こ

の
年

か
ら
翌
年

に
か
け
て
ハ
ラ
ブ
を
包

囲
す
る
事
態
と
な

っ
た
。
こ
の
年
彼
ら
は

ハ
ラ
ブ
郊
外
に
あ

っ
た
,ム
ス
リ
ム
の
墓
を
暴
き
、
廟

(ミ
斜
寒
畠
δ

や
ア
ス
ジ
ド
を

破
壊
し
、

ハ
ラ
ブ

の
シ
ー
ア
派
に
と

っ
て
は
身
近
な
聖
地
で
あ
る
マ
シ

ュ
ハ
ド

町

　
　
　
　
　

　

プ

ッ
デ

ィ
ッ
カ
の
北
側
を
壊
し
て
厩
舎

と
し
た
。

こ
の
行
為
に
対
し
、

フ
ァ
フ
ル

ッ
デ

ィ
ー
ン
は

ハ
ラ
ブ
の
有
力
者

(
§
誌

ミ
§

ミ
)
た
ち
と
の
合
意

の
下
、
市
街

部
に
あ

っ
た
キ
リ
ス
ト
教
教
会
の
う
ち
三
つ
の
教
会
か
ら
聖
職
者
や
信
徒
を
追
い

出
し
て
マ
ス
ジ
ド
に
変
え
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
十
字
軍
側
が

こ
れ
ら
の
行
為
を
中

止
し
破
壊
し
た
場
所
を
復
旧
し
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
二
教
会
を
取
り
壊
し
て
キ
リ

ズ
ト
教
徒
を
完
全
追
放
す
る
旨
を
ボ
ー
ド
ワ
ン
に
伝
え
た
。
こ
の
警
告
を
重
大
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

し
た
ボ
ー
ド
ワ
ン
は
指
摘
さ
れ
た
場
所

を
旧
に
復
し
た
。

　

し

か

し
包

囲

は
解

か
れ

る

こ
と

な

く

、

ハ
ラ
ブ

内

の
状
況

は
悪

化

の

一
途

を

た
　

34

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

1

ど

っ
た
。

食

料

が

不

足

し

て
人

々

は
死

肉

や

犬

の
肉

を

食

べ
、

戦

闘

や
飢

え

で
死

人

が

出

て
も

、

十

字

軍

兵

士

が

市

壁

の
近

く

に

陣

取

っ
て

い
る

た

め

に
遺

体

を

市

壁

外

に
埋

葬

す

る

こ
と

さ

え

ま

ま
な

ら

な

く

な

っ
た
。

そ

こ
で

フ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ

ー

ン
は
、

キ

ン
ナ

ス
リ

ー

ン
門

の
近

く

に
穴

を

掘

ら

せ
て

そ

こ
に
遺

体

を

埋
葬

さ

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
　

せ

た
。

ま

た
自

分

の
財

貨

と

穀

物

を

ハ
ラ
ブ

住

民

に

配

給

し
、

防

備

の
た

め

イ

ラ

ク
門

以

外

の
市

門

を
閉

じ

て

石

と
漆

喰

で

固

め

さ

せ

た

[
↓
U
髯

H
"
H
c。
。。
㌣

び
]
。

　

事

例

⑧

輔
五

一
七

/

一

=

一三
年

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
⑳

　

バ

ド

ル

ッ
ダ

ウ

ラ

は

ア

ン
テ

ィ
オ

キ

ア
公

国

の
攻

勢

の
前

に

ア
サ

ー

リ
ブ

城

を

割

譲

し

て
休

戦

協

定

を
結

ん
だ

。

彼

を
見

限

っ
た

フ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ
ー

ン
は
、

同

じ

ア
ル

ト

ゥ
ク
家

の

フ
サ

ー

ム

ッ
デ

ィ
ー

ン

・
テ

ィ
ム

ル

タ

シ

ュ

(
姐
ロ
。゚鋤
ヨ

巴
・

U
冒

↓
帥B
ロ
馨
數
)

に
使

者

を

送

り

来

援

を
求

め

る
が

拒

否

さ

れ

る
。

そ

こ
で
同

家

の

ヌ

ー

ル

ヅ
ダ

ウ

ラ

・
バ

ラ

ク

(
2

臼

巴
霧∪
9
耄
貯

】W
巴
舞

)
を
招
}い

た

[
日
U
ζ

ご

H
。。
Q。
ぴ
』
。

ザ

ッ
ジ

ャ
ー

ジ

ー

ヤ
学

院

(
巴
占
≦
巴

蕁
。゚
9

巴
-N
⇔
ご
倒
』
ぞ
鋤
)

と

い
う

マ
ド

ラ
サ

を
創

設

し

た
バ

ド

ル

ッ
ダ

ウ

ラ

は
、

ア
ブ

ー

・
ジ

ャ

ラ
ー

ダ

家

や

ア

ジ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ヤ

ミ
ー

(
巴
・、と

鋤
巨

)
家

な
ど

の

ス

ン
ナ
派

ウ

ラ

マ
ー
と

ラ
イ

ー

ス

"
フ

ァ
ダ

…

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ゆ

イ

ル

・
プ

ン

・
サ

ー
イ

ド

の
支

持

を
取

り

つ
け

て
抵

抗

す

る
が

、

内

応

者

を
得

た

バ

ラ
ク
.が
夜

襲

を

か

け

て

ハ
ラ
ブ

を
征

服

し

た

[
日
U
圄≦

ド
"
H
Oo
GO
ダ

H
c◎
⑩
び
占

⑩
O

ぴ
】
。事

例
⑨

"
五

一
八
/

一
=

一四
年

　
こ
の
年

の
始
め
に
バ
ラ
ク
が
戦
死
す
る
と
テ
ィ
ム
ル
タ
シ
ュ
が

ハ
ラ
ブ
を
領
有

し
た
が
、
短
期
間
の
滞
在
の
後
、
わ
ず
か
な
軍
勢
を
置

い
て
本
拠
地
の
デ

ィ
ヤ
ー



12世 紀初頭ハラブの住民指導者たち

ル

・
バ

ク

ル
地

方

へ
と

去

っ
て
し

ま

う
。

こ

の
機

会

に
乗

じ

て

マ
ズ

ヤ

ド
朝

の
ド

ゥ
バ

イ

ス

・
プ

ン

・
サ
ダ

カ

(
∪
昌

翅

ω
び
驂
留

留

留

)
が

十
字

軍
勢

力

と

と

も

に

ハ
ラ
ブ

を

包

囲

し

た

。

フ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ
ー

ン
は

ド

ゥ
バ

イ

ス

と

書

簡

を

交

換

し
、

同

じ
信

条

(
一
ニ
イ

マ
r

ム
派

)

を

持

つ
ド

ゥ
バ

イ

ス
が

ハ
ラ
ブ

を
攻

撃

す

る

こ
と

を
非

難

し

、

ハ
ラ
ブ

を

欲

す

る

な

ら
ば

ま
ず

フ

ラ

ン
ク

の
諸

王

を
追

い
払

っ
て

か
ら
来

る

よ

う

に
と

伝

え

た
。

そ

こ

で
ド

ゥ
バ

イ

ス
は

十
字

軍

の
指

導

者

た

ち

に
退

去

を
求

め

る
が
、

逆

に
彼

ら

に
脅

さ

れ

て
逃

げ

去

っ
た

冖
国
↓

H
9

①
ド
Φ
い

日
U
]≦

ビ

H
Φ
α
ぴ
山

O
①
ρ

目
⑩
謡

1
7

N
出

曽

卜o
H
⑩
凸

卜⊃
ω
]
。

　

事

例

⑩

"
五

一
八

/

一

一
一
一
四
年

　

ボ

ー
ド

ワ

ン
ニ
世

ら

に
よ

る
包

囲

が

長

引

き
、

ハ
ラ
ブ

の
状

態

は
危

機

的

に
な

る
。
　
ハ
ラ
ブ

を
顧

み

な

い

テ

ィ
ム

ル

タ

シ

ュ
に
対

し

て
、

ブ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ
:

ン

と

ハ
ラ
ブ

住

民

は

ア
ブ

ー

・
ジ

ャ
ラ

ー
ダ

家

の

カ

ー
デ

ィ
ー

1ー
ア
ブ

ー

・
ガ

ー

二

　

　

　

　
　

　

⑳

ム

・
ム

ハ
ン

マ
ド

、

ナ

キ

ー
プ

・
ア

ル

ア

シ

ュ
ラ

ー

フ

の
ズ

フ
ラ

(
N
に
げ

⇔
)
、

ア

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　
ゆ

ブ

ー

・
ア
ブ

ド

ヅ
ラ

ー

(
諺
び
口

諺̂
び
餌
b
昌
鋤
げ
)
ら

を
派

遣

す

る
。

使

節

団

は
十

字

軍

勢

力

の
追

跡

を
振

り
切

っ
て

マ
ー

ル
デ

ィ
ー

ン

へ
た

ど

り
着

く

が
、

テ

ィ

ム

ル

タ

シ

ュ
は
援

助

を
拒

否

し
彼

ら

を

監

禁

し

た

。

そ

の
後

、

使

節

団

の

一
部

は

ハ
ラ

ブ

へ
帰

還

し

た

が
、

ア
ブ

ー

・
ガ

ー

ニ
ム
ら

は

マ
ー

ル
デ

ィ
ー

ン
を
脱

出

し

て

マ

ウ

ス

ィ

ル

の
ア

ク

ス

ン
ク

ル

・
ブ

ル
ス

キ

ー

(
〉
ρ
ω
蕁

ρ
冓

寧

bd
霞

・゚ε

H)

の
下

へ
赴

い
た
。

　

ハ
ラ
ブ
で
は
絶
望
感
が
広
が
り
、

ハ
ラ
ブ
の
人
々

(ミ
轟
身
丶
刷
欝

N暮
)
は
こ

の
街
を
明
け
渡
し
て
出
て
行
く
こ
と
で
合
意
し
た
。
し
か
し
フ
ァ
フ
ル
ッ
デ
ィ
ー

ン
は
人
々
を
お
し
止
め
、
ブ

ル
ス
キ
ー
を
招
く
た
め
に
マ
ウ
ス
ィ
ル
に
法
学
者
や

長
老
た
ち

(登
變
黜
◎

を
送
り
こ
み
、

ハ
ラ
ブ

の
窮
状
を
訴
え
さ
せ
た
。
ブ
ル
ス

キ
ー
は
要
請
に
応
え
て
出
陣
し
、
五

一
八
年

一
二
月
/

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ブ

へ
至
り
そ
こ
を
包
囲
し
て
い
た
諸
勢
力
を
撃
退
し
た
。

一
二
五
年

一
月

に

バ
ラ

　

事

例

⑪

輔
五

一
=

/

一

=

一七
年

　

ブ

ル

ス
キ

ー

の
死

後

、

息

子

の
イ

ッ
ズ

ッ
デ

ィ
ー

ン

・
マ
ス
ウ

ー

ド

(
.H
農

ロ。
7

∪
同⇒

ζ
霧

.＆

)

が

父

の
地

位

を

継

ぎ

、

ハ
ラ
ブ

に

は
ト

ゥ

マ

ン

(
月
帥
ヨ
似
昌
)

と

い
う

ア

ミ
ー

ル
が

任

じ
ら

れ

て

い
た

。

そ

こ

ヘ
セ

ル
ジ

ュ
ク

朝

の

ス

ル
タ

ー

ン

隠

マ

フ

ム
ー

ド

ニ
世

の

マ

ム
ル

ー

ク
で

あ

る

フ
ト

ル
グ

ア
バ

(
q
仁
匹
q
⑬
b
ぴ
鋤
ゲ
)

が

到
来

し
、

ト

ゥ

マ

ン
に

ハ
ラ
ブ

の
引

き

渡

し

を
要

求

し

た
。

ト

ゥ

マ

ン
は
拒

否

し

た
が

、

霜

主

マ
ス
ウ

ー
ド

の
急

死

を

知

っ
た

ラ
イ

ー

ス

の

フ

ァ
ダ

ー

イ

ル
は

フ

ト

ル
グ

ア
バ

を

ハ
ラ
ブ

市

街

へ
入

れ

、

ト

ゥ

マ
ン
に

対

し

て
内

城

か

ら
降

り

る

よ

う

に
求

め

た
。

君

主

の
死

を

確

認

し

た

ト

ゥ

マ
ン

は
、

千

デ

ィ
ー

ナ
ー

ル
を
受

け

取

っ
た
後

に
城

を

明

け

渡

し

た

　
冖
切
↓

刈
"
○。
恥O
H
ご

↓
U
ζ
冖
け

ト。
卜⊃
①
p。
]
。

　

六
/

七

月

に

フ
ト

ル
グ

ア
バ

は

ハ
ラ
ブ

城

に

入

っ
た

が
、

権

力

を
握

っ
て

し
ば

ら
く

す

る
と

そ

の
悪

政

が

目

立

ち

始

め
た
。

さ

ら

に
、

彼

が

ラ

イ

ー

ス

睦
フ

ァ
ダ

ー
イ

ル
と

ア

ル
ト

ゥ
ク
家

の
バ

ド

ル

ッ
ダ

ウ

ラ

・
ス

ラ
イ

マ
ー

ン
の
両

者

を
捕

ら

え

よ
う

と

し

て

い

る
と

い
う

情

報

が
流

れ

る

と
、

こ

の

二
人

は

ア

フ
ダ

ー

ス
と

も

協

力

し

て
、

フ
ト

ル
グ

ア
バ

に
対

し

て

攻
撃

を

仕

掛

け

た
。

フ
ト

ル
グ

ア
バ

が

籠

城

し

て
抵

抗

し

た

た

め
、
一
〇

月

初

め

に
始

ま

っ
た
両

勢

力

の
争

い

は
、
イ

マ
ー

ド

ッ
一ア
ィ
ー

ン

・
ザ

ン
ギ

ー

(
、H
b
P
餌
亀

既
-})
同昌

N
O
づ
犀
國)

が

派

遣

し

た

軍
、が
事

態

を

収

拾

す

る
同

年

一
二
月

半

ば

/

=

二
七
年

一
二
月

ま

で
続

い
た
。

そ

の
間

の

】

○

月

に
、

ハ
ラ
ブ

の
支

配

権

を

取

り
戻

そ

う

と

す

る

シ
リ

ア

・
セ

ル
ジ

ュ
ク
家

の

イ
ブ

ラ

ー

ヒ
ー

ム

(
H
ぴ
吋
似
プ
H昌
P
　
ぴ
゜
切
帥伍
≦
顛
]P
)

が

ハ
ラ
ブ

へ
到

来

す

る
と
、

フ

ァ

フ
ル
・
デ

・
ー
ン
の
息
子
ヤ
フ
㌔

播

の
有
力
者
た
ち

(
曇

§

と
と
も
に

窃



窓史

彼

を

出

迎

え

て

い

る
。

ま

た
、

同

じ

頃

に

ア

ン
テ

ィ
オ

キ

ア
領

主

の
ボ

ヘ

モ

ン
ド

ニ
世

が

進

軍

し

て
く

る
と

、

こ

の
イ

ブ

ラ

ー

ヒ

ー

ム
と

バ

ド

ル

ッ
ダ

ウ

ラ
、

フ

ァ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

㊧

ダ

ー

イ

ル

の
三
人

が

和

平

交

渉

を

お

こ
な

っ
た

。

　
以
上
、

一
二
世
紀
初
頭
の

ハ
ラ
ブ
で
生
じ
た
重
要
事
件

の
経
緯
を
、
住
民

の
動

向
に
留
意
し
な
が
ら
見
て
き
た
。
次
章

で
は
こ
れ
ら
の
事
例
に
基
づ

い
て
、

こ
の

時
期
の
ハ
ラ
ブ
に
お
け
る
住
民
指
導
者

の
あ
り
方

に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み

る
。

二
　

=

一世
紀
初
頭
の
住
民
指
導
者

　
以
上
の
事
例
か
ら
、
こ
の
時
期
に
住
民
の
先
頭
に
立

っ
て
行
動
し
た
人
物

の
多

く
は
、

ラ
イ
ー
ス
で
は
な
く
ウ
ラ
マ
ー
な
ど
宗
教
的
権
威
を
帯
び
た
人
々
で
あ

っ

た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
⑥
以
外
の
全

て
の
事
例
に
こ
れ
ら
の
人
物
が
関
わ

っ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
ラ
イ
ー
ス
が
関
与

し
て
い
る
の
は
③
⑥
⑧
⑪
の
四
例
だ
け
で

あ
る
。

こ
の
う
ち
⑥
の
事
件
は
ア
ル
ト

ゥ
ク
朝
内
部
の
権
力
争
い
で
あ
り
、

こ
の

事
例
か
ら
は
当
時
の
ラ
イ
r
ス
が
住
民

の
指
導
者
と
し
て
振
る
舞

っ
て
い
た
と
は

考
え
に
く
い
。
ま
た
事
例
③
で
は
フ
ァ
フ
ル
ヅ
デ

ィ
ー
ン
の
活
動
も
見
ら
れ
、
事

例
⑧
で
は
ラ
イ
ー
ス
罰
フ
ァ
ダ
ー
イ
ル
よ
り
も
フ
ァ
フ
ル
ッ
デ

ィ
ー
ン
の
方
が
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
住
民
指
導
者
た
ち
の
中
で
最
も
活
発
に
動
い
て
い
る
の
が

ハ
ッ
シ
ャ
ー

プ
家
の
人
物
で
、

フ
ァ
フ
ル
ッ
デ
ィ
ー

ン
と
そ
の
息
子
ヤ
フ
ヤ
r

の
ど

ち

ら
か

が
、
⑥
を
除
く
上
記
の
諸
事
件
に
お
い
て
常
に
何
ら
か
の
関
与
を
見
せ
て
い
る
。

五

一
一
/

一
一
一
七

・
一
八
年
ま
た
は
そ
の
翌
年

に
ラ
イ
ー
ス
"
サ
ー
イ
ド
が
追

　
　
　
　

ゆ

放
さ
れ
る
と
、
そ
れ
以
降
は
特
に
フ
ァ
フ
ル
ッ
デ

ィ
ー
ン
の
活
躍
が
目
立
つ
よ
う

に

な

る
。

五

一
九

/

一

一
二

五

・
二
六
年

に

フ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ
ー

ン
が

暗

殺

さ

れ

た
後

は
、
事

例

⑪

に
見

ら
れ

る

よ
う

に

ラ
イ

ー

ス

ほ
フ

ァ
ダ

ー
イ

ル

の
影

響

力

が

強

ま

っ
た

よ
う

だ

が
、

そ

の
中

で
も

フ

ァ
フ

ル

ヅ
デ

ィ
ー

ン

の
後

継

者

ヤ

フ
ヤ

;

は

一
定

の
役

割

を

果

た

し

て

い

る
。

ハ

ッ
シ

ャ

ー
プ

家

よ

り
頻

度

は
少

な

い
も

の

の

ア
ブ

ー

・
ジ

ャ
ラ

r
ダ

家

も

三

つ

の
事

例

(
④

⑧

⑩

)

で

言

及

さ

れ

て

お

り
、

ウ

ラ

マ
ー

の
家

系

と

し

て

は
、

こ

の
両

家

が

当

時

の

ハ
ラ
ブ

住

民

の
間

で
指

導

的

な
立

場

に
あ

っ
た

こ
と

が

わ

か
る
。

　
1
　
住
民
指
導
者
と
支
配
者

　
こ
こ
で
当
時
の
住
民
指
導
者
と
支
配
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

以
上
の
事
例
に
は
住
民
指
導
者
の
行
動
が
支
配
者
の
利
害
と
対
立
す
る
場
合
が
多

く
見
ら
れ
る
。
特
に
救
援
要
請
の
た
め
の
使
節
派
遣
は
新
し
い
支
配
者
を
迎
え
入

れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
た
め
、
事
例
①
②
⑧
の
よ
う
に
現
在
の
支
配
者
の
抵
抗
に

遭
う
の
が
普
通
で
あ

っ
た
。
⑩
の
場
合
も
最
初
こ
そ
テ
ィ
ム
ル
タ
シ
ュ
に
救
援
を

求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
が
拒
否
さ
れ
る
と
別
の
軍
人
の
下

へ
使

節

が
赴

い
て

い

る
。
ウ
ラ
マ
ー
が
外
交
使
節
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
が
、
支
配
者

の
名
代
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
ザ

ン
ギ
r
朝
時
代
以
降
と
は
支
配
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

の
関
係
が
異
な
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
時
期
の
住
民
指
導

者
た
ち
の
行
動
か
ら
は
特
定
の
君
主
や
王
朝
に
対
す
る
忠
誠
心
は
あ
ま
り
読
み
取

れ
ず
、
自
分
た
ち
に
と

っ
て
最
も
よ
い
君
主
を
選
ぶ
と
い
う
態
度
が
明
白
に
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
君
主
た
ち
の
方
も

ハ
ラ
ブ
の
領
有
が
採
算
に
合
う
か
ど
う
か
を
見
極
め
な

が
ら
行
動
し
て
い
る
。
事
例
⑩
で
使
節
と
し
て
活
躍
し
た
ア
ブ
ー

・
ガ
ー
ニ
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

孫

ア
ブ
ー

・
ア
ル
ハ
サ
ン

・
ア
フ
マ
ド
は
、
そ
の
経
緯
を
説
明
し
て

「当
時
の
ハ

136



1a世 紀初頭ハラブの住民指導者たち

ラ
ブ
は
フ
ラ
ン
ク

(
十
字
軍
勢
力
)
が
隣
接
し
て
お
り
、
土
地
は
荒
廃
し
て
税
.馭

が
少

な
く
、
そ

こ
を
支
配
す
る
者
は
財
庫
や
金
銭
や
軍
事
費
が
必
要
だ

っ
た
の

で
、

諸
王
は

ハ
ラ
ブ
を
ほ
と
ん
ど
欲
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
L

と
述
べ

て
い
る

[ゆ
↓

曲

H8
出
。

こ
の
時
期
の

ハ
ラ
ブ

の
支
配
は
大
き
な
代
償
を
伴
う
事
業
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
救
援
を
求

め
る
に
当
た

っ
て
は
、
十
字
軍
に
対
す

る
聖
戦
と
い
う
大
義
を
唱
え
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

っ
た
。
事
例
④
で
は
ハ
ラ

ブ
支
配
に
消
極
的
な
イ
ル
ガ
ー
ズ
ィ
ー
を
説
得
す
る
た
め
に
、

フ
ァ
フ
ル
ッ
デ

ィ

ー
ン
た
ち
は
彼
の
保
護

(
黛
ミ
趣
畠
)

に
対
す
る
対
価
の
支
払
い
を
保
証
し
て
い

る

冖日
U
ζ

H
"
旨
誤
]
。
ま
た
、
事
例
①

で

ハ
ラ
ブ
使
節
の
代
表
団
が
宮
殿
で
の

礼
拝
の
妨
害
と
い
う
暴
挙
に
出
た
の
は
、

な
か
な
か
シ
リ
ア
遠
征
軍
を
組
織
し
よ

う
と
し
な
い
セ
ル
ジ

ュ
ク
朝
ス
ル
タ
ー

ン
に
圧
力
を
か
け
る
た
め
で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
支
配
者
や
軍
人
を
動
か
す
た
め
に
、

ハ
ラ
ブ
の
住
民
指
導
者
た
ち
は
硬

軟
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
採

っ
た
の
で
あ
る
。

　

ハ
ッ
シ
ャ
ー
プ
家
や
ア
ブ
ー

・
ジ
ャ
ラ
ー
ダ
家

の
人
物
が
支
配
者
に
対
し
て
以

上
の
よ
う
な
態
度
を
取
り
得
た
理
由
と
し

て
は
、
経
済
的
に
も
地
域
社
会
に
お
け

る
権
威
を
保
持
す
る
た
め
に
も
両
家
が
特
定
の
支
配
者
に
依
存
す
る
必
要
が
な
か

っ
た
と
い
う
点
を
指
摘

で
き

る
。

こ

の
両
家
は
大
規
模
な
農
地
経
営
を
経
済
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑫

盤
と
し
、

カ
ー
デ

ィ
ー
を
代
々
輩
出
す

る
ハ
ラ
ブ
の
名
家
で
あ

っ
た
。
事
実
上
世

襲
さ
れ
て
い
た
カ
ー
デ

ィ
ー
職
を
除
く
と
、
こ
の
時
期
に
至
る
ま
で
両
家
の
出
身

者
が
公
職
に
任
命
さ
れ
た
り
君
主
に
仕
え

た
こ
と
を
示
す
記
録
は
な
い
。
五

二

/

=

一
八
年
以
降
、

フ
ァ
フ
ル
ッ
デ

ィ
ー
ン
が
都
市
運
営
の
責
任
を
負

っ
て
い

る
と
す
る
記
述
や
、
彼
と
息
子
の
ヤ
フ
ヤ
ー
を
ラ
イ
ー
ス
と
呼
ぶ
記
事
が
現
れ
る

よ
う
に
な
る
が
、
両
者

の
権
威
や
ラ
イ
ー
ス
と
い
う
肩
書
き
は
支
配
者
か
ら
与
え

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
事
例
⑧

は
、
以
上

の
よ
う
な

ハ
ラ
ブ
の
ウ
ラ
マ
:
た
ち
と
支
配
者
と
の
関
係
に

変
化
が
見
ら
れ
始
め
た
こ
と
を
示
す
出
来
事
で
あ
る
。

ハ
ラ
ブ
を
防
衛
す
る
能
力

を
疑
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ド
ル
ッ
ダ
ウ
ラ
が
ス
ン
ナ
派
ウ
ラ

マ
ー
の
支

持
を
得
た
の
は
、
彼
が
ザ

ッ
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ヤ
学
院
と
い
う

ハ
ラ
ブ
最
初
の
マ
ド
ラ

サ
を
創
設
し
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
彼
を
支
持
し
た
勢
力
の
中
で
も
ア
ジ
ャ
、・・
ー
家

は
特
に
こ
の
マ
ド
ラ
サ
と
深
い
関
わ
り
を
持

っ
た
家
系
で
、
複
数
の
人
物
が
教
授

や
管
理
者
に
就
任
し
て
い
る
。
同
家
の
よ
う
に
マ
ド
ラ
サ
の
創
設
な
ど
を
通
じ
て

ウ
ラ
マ
ー
た
ち
が
支
配
者
と
の
結
び

つ
き
を
深
め
る
姿
は
、
ザ

ン
ギ
ー
朝
時
代
以

降
に
は
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く

【谷
口

一
九
九
六

"
七
二
ー

七
三
、
七
七
ー
八

一
頁
]
。

　
2

住
民
指
導
者
と
住
民

　
住
民
指
導
者
と
住
民
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
情
報
が
少
な
く
、
包
括
的
に
論
じ

る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
最
も
大
き
な
影
響
力
を
見
せ
た

ハ
ッ
シ

ャ
ー
プ
家
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
住
民
と
の
関
係
を
考
え
な

が
ら

ハ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
家
の
動
向
を
追

っ
て
い
く
と
、
同
家
の
フ
ァ
フ
ル
ッ
デ

ィ
ー

ン
で
さ
え
、
決
し
て
全
住
民
を
統
制
下
に
置
く
よ
う
な
存
在
で
は
な
か

っ
た
と
い

う
こ
と
に
気
付
く
。
彼
が
ラ
イ
ー
ス
や
他

の
有
力
者
た
ち
と
合
議
の
上
で
行
動
を

起
こ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
か
な
り
見
ら
れ

[③
④
⑤
⑦
⑩
]
、

ま
た
フ
ァ

フ
ル
ッ
デ

ィ
ー
ン
が
招
い
た
君
主
が
反
対
派

の
抵
抗
に
遭
う
こ
と
も
あ

っ
た
か
ら

で
あ
る

[④
⑧
]。

　
事
例
⑧
で
反
対
派
の
抵
抗
に
遭

っ
た
バ
ラ
ク
か
ら
密
か
に
協
力
を
持
ち
か
け
ら

れ
た
ア
リ
ー

・
プ

ン

・
マ
ス
ウ
ー
ド

((済
一H
び
9
ζ
9
ω(口
伽
)
と
い
う
人
物
は
、
バ

ラ
ク
を

ハ
ラ
ブ

へ
招
き
入
れ

る
た

め

に
フ

ァ
フ
ル
ッ
デ

ィ
ー
ン
に
協
力
を
求
め
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窓史

た
。

そ
れ

に
対

し

て

フ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ

ー

ン
は
、

彼

の
策

略

に
協

力

は
し

な

い
が

黙

認

す

る
旨

を

伝

え

「
あ

な

た
が

信

用

す

る

民
衆

(
.斜
ミ
§
畠
)

は
、

私

や
私

の
仲

間

た

ち

(
a
魯

鋤
い
)

よ

り
も

あ

な

た

に
と

っ
て
役

立

つ
」

と

言

っ
て

い
る

[
↓
∪
ζ

ビ

お

O
び
]
。

そ

こ
で

ハ
ラ
ブ

の
無

頼

漢

た

ち

(
娠
ミ

醤

丶
)

の

日
人

と

さ

れ

る

ア
リ

ー

は
、

民

衆

と

ご

ろ

つ
き

(
防
ミ
喝
喬
)

を

集

め

て
夜

に

市

門

を
破

り
、

バ

ラ

ク
を

招

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⑭

き

入

れ

る

こ
と

に
成

功

し

た

。

こ

の
ア

リ

ー

と

い
う
人

物

や
そ

れ

に
従

っ
た

民

衆

の
存

在

は
、

フ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ

ー

ン
が

直
接

強

い
影
響

力

を
及

ぼ

し
得

た
住

民

が

限

ら
れ

て

い

る

こ
と

を

示
唆

し

て

い

る
。

　

し

か

し
そ

の

一
方

で
、

フ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ
ー

ン
が

「
仲

間

」

と

呼

ん
だ

者

た

ち

の
存

在

が

目

を

引

く

。

五

二
〇

/

一

一
二
六

・
二
七
年

、

フ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ
ー

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

の
息

子

ヤ

フ
ヤ

ー

と

ア
ジ

ャ

ミ
ー
家

の
ア
ブ

ド

ッ
ラ

フ

マ
ー

ン

(
ω
胃
鉱

寧

U
冒

.湯
び
似

巴
・渕
⇔
ゲ
ヨ
鋤
昌

艶
-.諺
冒
き
一)

が

言

い
争

っ
た

際

に

は
、

ヤ

フ
ヤ

ー

の
仲

間

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⑳

た

ち
が

後

者

を

殺

害

し

よ
う

と

し

て
暴

行

を

加

え

て

い

る
。

先

の
事

例

と

併

せ

て

考

え

る
と
、

ハ

ッ
シ

ャ

ー
プ

家

の

二
人

と
行

動

を

共

に

し

た

「
仲

間

」

と

は
、

場

合

に

ょ

っ
て

は
暴

力
行

為

に

及

ぶ

こ
と

も
あ

る
護

衛

の

よ
う

な

役

目

も

果

た

す

集

団

で
あ

っ
た

よ
う

に
思

わ

れ

る
。

こ

の

「
仲

間
」

に

つ
い

て
詳

し

い

こ
と

は
不

明

で

あ

る
が
、

ハ

ッ
シ

ャ
ー
プ

家

と

い
う

血
縁

集

団

と

「
仲

間

」

が

フ

ァ
フ

ル

ッ
デ

ィ
ー

ン
や

ヤ

フ

ヤ

ー
を

支

持

す

る
勢

力

の
核

に

な

っ
て

い

た

の

で
あ

ろ

う
。

　

右

に
見

た

よ
う

に

ハ
ラ
ブ

住

民

は
幾

つ
か

の
勢

力

に
分

か
れ

て

い
た

。

史

料

で

は

「
先
頭
に
立
つ
者

(ミ
S
畠
§

ミ
)」
　
「顔
役

(§
ミ
.§
)」
な
ど
と
呼
ば
れ
本

稿
で
は
有
力
者
と
訳
し
た
人
々
が
、

こ
れ
ら
の
諸
勢
力
を
率
い
て
い
た
と
推
測
で

き
る
。
フ
ァ
フ
ル
ッ
デ
ィ
r
ン
と
ヤ
フ
ヤ
ー
は
彼
ら
の
中
の
第

一
人
者
と
い
う
よ

う
な
存
在
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
危
急
の
際
に
は
、
こ
れ
ら
の

有
力
者
が
合
議
の
上
、

フ
ァ
フ
ル
ヅ
デ

ィ
ー
ン
を
中
心
に
協
調
し
て
行
動
を
と

っ

た

の

で
あ

ろ

う
。

む

す

び

　

一
二
世
紀
初
頭
の
ハ
ラ
ブ
で
は
、

ラ
イ
r
ス
に
代
わ

っ
て
ウ
ラ
マ
ー
な
ど
宗
教

的
な
権
威
を
有
す
る
人
々
が
住
民
指
導
者
と
し
て
台
頭
し
、
彼
ら
の
支
持
無
く
し

て
は
こ
の
都
市
を
安
定
し
て
支
配
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら

の
住
民
指
導
者

た
ち

も
軍
人
に
よ
る
支
配
自
体
を
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
む
し
ろ
十
字
軍
勢
力
や
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派

の
脅
威
か
ら

ハ
ラ
ブ
を
守
る
た

め
に
、
強
力
な
軍
隊
と
そ
れ
を
統
率
す
る
君
主
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
こ
の
時
期
の
ハ
ラ
ブ

の
状
況
を
単
純
に

「住
民
の
自
治
」
と
見
な

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
住
民
指
導
者
た
ち
の
期
待
に
沿
え
な
い

支
配
者
が
、
彼
ら
の
支
持
を
失

っ
て
そ
の
地
位
を
追
わ
れ
る
と
い
う
事
態
が
見
ら

れ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
新
た
に
台
頭
し
た
住
民
指
導
者
た
ち
の
中
で
も
、

一
ニ
イ

マ
ー
ム
派
の
名
家
で

あ
る

ハ
ッ
シ
ャ
ー
プ
家
の
フ
ァ
フ
ル
ッ
デ

ィ
ー
ン
が
中
心
的
な
存
在
と
し
て
振
る

舞

っ
た
。
指
導
者
た
ち
の
相
互
関
係
、
あ
る
い
は
彼
ら
と
ア
フ
ダ
ー
ス
や
他
の
住

民
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
点
が
多
い
。
し
か
し
、
住
民
や
住
民
指
導

者
た
ち
が
幾

つ
か
の
勢
力
に
分
か
れ
て
お
り
、

フ
ァ
フ
ル
ッ
デ

ィ
ー
ン
も
他
の
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑭

力
者
た
ち
と
合
議
の
上
で
行
動
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。

　
こ
の
後

ハ
ラ
ブ
を
半
世
紀
以
上
に
わ
た

っ
て
支
配
し
た
ザ
ン
ギ
ー
朝
は
、

マ
ド

ラ
サ
創
設
や
ス
ン
ナ
派
式
ア
ザ
ー
ン
導
入
な
ど
宗
教
政
策
に
腐
心
し
た
こ
と
で
知

　
　

⑰

ら
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
住
民
指

導
者
と
し
て
台
頭
し
た

ハ
ラ
ブ
の
ウ
ラ
マ
ー
た
ち

へ
の
対
処
も
そ

の
一
つ
で
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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箋

ノ

ー

12世 紀初頭ハラブの住民指導者たち

註①

ハ
ッ
シ
ャ
ー
プ
家

は

一
ニ
イ

マ
ー
ム

四
シ
ー
ア
派

の
名
家

で
、
ア
ブ

ー

・
ジ

ャ
ラ
ー

　

ダ
家
は
代

々
ス
ン
ナ
派

の
カ
ー
デ

ィ
ー
を
輩
出

し
て
き
た
家
系

で
あ

る
。

い
ず
れ
の
家

　

も

一
一
世
紀

に
は

ハ
ラ
ブ
で
名
を

知
ら
れ

る
存
在
と
な

っ
て
い
た
。

両
家

に

つ
い
て

　

は
、
谷

口
淳

一

「
=

ー

=
二
世
紀

の

ハ
ラ
ブ

に

お

け

る

ウ
ラ

マ
ー
三
家
系
」

『
史

　
林
』

七
九
巻

一
号

(
一
九
九
六
年
)
"
六

一
ー
九
四
頁

を
参
照
せ
よ
。

こ
の
論
文

は
以

　

下

「谷

口

一
九
九

六
」

と
略
記
す
る
。

②
　

シ
リ
ア
の
イ

ス
マ
ー
イ

ー
ル
派
に

つ
い
て
は
下
記
を
参

照
せ
よ
。
2
窃
。・①
げ
諺
ゴ
目
鐵

　
竃
マ
鑓
.
夢

丶
隷
蕊
ぴ
ミ
琶
駐

ミ
曹
因
剛停

ヨ
o
づ
9

ド
O
りご

B

・
ル
イ

ス

(
加
藤
和
秀
訳
)

　

『
暗
殺
教
団
』
神
泉
社

、

一
九
七
三
年

"
一
四
ニ
ー

一
八
〇
頁
。

③

谷

口
淳

一

「
ハ
ラ
ブ
史

の
中

の
ラ
イ
ー

ス
達
」

『
西
南

ア
ジ
ア
研
究
』

四
九

(
一
九

　
九

八
年
)
"
三
四
i

五
二
頁
。

こ
の
論
文

は
以
下

「谷

口

一
九
九
八
」
と
略
記
す
る
。

④

◇

9

げ
窪

..竃
2

ぎ
日
⑦
暮
ω
℃
9

巳
㊤
ぎ

ω
2
帥
犇
o
き

慧

ω
ヨ
①
呉
評

ぎ

晋
磊

一、諺
ω同。

　
導
自
ω巳
§
帥
ロ
Φ
α
目

導
O
団
①
昌

卿
αq
ρ

同
..、
卜
蓉

ミ
§

朝
(
一
〇
㎝
QQ
)
"
卜◎
G。膊
-
卜o
ω
脚

こ
の

論
文

　

は
以
下

O
ロ。
げ
①
づ
お
α
。。
と
略
記
す

る
。

⑤

大
川
原
香
子

「
ヒ
ジ

ュ
ラ
暦
五
～

六
世
紀

の
ア

レ
ッ
ポ

に
お
け
る
都
市
自
治

に
つ
い

　

て
」
『寧

樂
史
苑
』

二
九

(
一
九

八
四
年
)
二

一七
-

四
九
頁
。

こ
の
論
文

は
以
下

「大

　
川
原

一
九

八
四
」
と
略
記
す
る
。

⑥

艶

缶
奨
Φ
日
穹

戸

ミ

、画
器

§

駄
◎
恥
蟻
勵
.°
津
⑩
団げ
痍
αq
巨

即
Φ
誕

磐

弘

り
♂

二
込。
吟

　
本
書
は
以

下

潤
9
<
o
日
o
嘗

ド
O
謡

と
略
記
す
る
。

ラ
イ
ー

ス
と
呼
ば
れ
た

ハ
ッ
シ
ャ
ー

　
プ
家
の
人
物
を
他

の
ラ
イ
ー
ス
と
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と

は
す
で
に
指
摘
し

　

た

冖
谷

口

一
九
九

六

"
八
五
、
八
八
頁
注
⑨

w
谷

口

一
九
九
八

"
四
五
ー
四
六
頁
]
。

⑦

第

一
章

の
事
例

に
登
場
す

る
よ
う
な
、
住
民

の
先
頭
に
立

っ
て
行
動
し
た
り
住
民

の

　
合
意
形
成

の
中
心
に
な

っ
た
人
物

の
こ
と
を

「
住
罠
指
導
者
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
す

る
。

⑧

本
稿

で
用

い
た
史
料

の
略
号

は
以
下

の
逓
り
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く

　
　
諺
出

鴨　

.H自

⇔
7
U
ぎ

ζ
賃
ザ
潜
目
8
巴

同ぴ
昌
ω
9畿

91P

出
.隷
嶋
ミ
ふ
ミ
闘彗

丶
刷
騒
謦

　
　
　
　
　
　
　
　

　

く

　
　
　
　

袋
§
ミ
勘
、
ミ
あ
翫
ミ

§
喬

禹
卜
隷

むぞ
刷ミ

゜

(什げ
O
　
<
〇
一ロ
ヨ
O
　
O
昌
　
甲
肖口
同僧
び
)
°

　
　
　
　

国
山
゜
U
°ω
o
ロ
乱
oド

U
p
ヨ
鶚
o
島
"
搭
器
゜

　

　

〉

賠

"
　

鼠

ロ
冨

B

ヨ

註

餌
7
、諺

凪

旨
戸

↓

ミ

愚

恕

N導

(
冨

丶
闘
浮
高
N
-(缶

N
圃
ミ

闘

　
　
　

`
　　　　　　　　　　　　　O

)
°

　

　

　

　

団
9

H
°
N
鈴
.昌

尸

U
圃目
β。
9

℃
ド
O
o。倉

　

　
切
日

韓　

国
p
ヨ
肥

9。
ゲ
U
ぎ

、d
ぎ

穹

固
び
b

巴
・、諺
臼
目

b
§
讐

ミ

斜
㍗
鶯

ミ

い
丶
ご

専

醐贈

　

　

　

　

9

隷

い
。
目
山
゜
¢

N
欝

冩

同
゜
δ

<
o
剛の゚
+
冒
号

輦

U
凶彭
器

屮

お
○。
OQ
°

　

　

匹
日
U

騨

¢

9き
鑓

鈩

づ

巴
・O
巴
91
三
の尸

ゆ
轟
鯊

騫

、
尽

O
暁ミ
靱

ゆ

国
9

国

゜
閃
゜

　

　

　

　

諺
ヨ
Φ
脅

o
N
°
ゆ
o
マ
暮
℃
お

O
c◎
騨

　

　

鋭

↓

N　

.H
N較
⇔
甲
U
ぎ

.諺
冒
H
び
昌
⇔
㌍
諺
吽壁

ミ

・§

ミ
匙
丶
闘
"
ト
騎

丶
弾

這

く
皀
q励
.十

　

　

　

　

貯
匹
爰

゜

bづ
p
属
鐸

"
U
91同

0
鑑

F

這
お

ム

OG。
凶

　

　

日
】)
H≦

∴
Z
91
ωマ

巴
-})
回昌

寓

ρ
ぴ
瓮
B
]B
⇔
山

Hぴ
P
巴
-閃
口
触
理
゜
憲

、
憎商
畠
N-鉱
袋
建
貸
N
建
轟

　

　

　

　

轟
Ǹ
ミ
§
亂
拘
　
O
　
詞δ
寅

　
竃

ωω゚

諺
゜
同
゜
目
一
刈
山

卜⊃
9
　
U
δ

O
珍
①
昌
①
幽O窪

。゚Oげ
Φ

　

　

　

　

2
山
臨
O
コ
巴
ぼ
げ
㍑
9
げ
Φ
犀
゜
詔

幽①
戸

　

　

N
踏

韓　

国
帥
ヨ
錯

9
∵
U
岡　
.¢
ヨ
鍵

Hぴ
ロ
巴

㌦
諺
臼

幹

蟄

い
賊
ミ

ミ
昏
ミ
額
贈
届

ミ

、
愚

　

　

　

　

欝

N§

°
国
山
゜
ω
゜
9
学
U
9
ゴ
ゲ
蝉
"
G
ω

<
9
ω6
U
両ヨ
接

屮

這
鰹

∴

8

9。

⑨

当
該

時
期
の
複
雑
な
政
治
史
に

つ
い
て
は
、
大

川
原

一
九

八
四

鱒
三
八
ー

四
三
頁
を

F
参
照
せ
よ
。

⑩

周
9
管

寧

U
昌

竃
昏

9
§
ヨ
巴

Hぴ
P
群

頓
濠
蜜
炉

史
料

で
は
こ
の
人
物

の
名

は
イ

　

ブ

ン

・
ア

ル

ハ
ッ
シ
ャ
ー
プ
と
だ
け
記
さ
れ
る

こ
と
が
多

い
が
、
息
子
ヤ

フ
ヤ
ー
と
区

　

別
す
る
た
め
、
本
稿

で
は

フ

ァ
フ
ル
ッ
デ

ィ
ー
ン
と

ラ
カ
ブ
を
記
す

こ
と
に
す

る
。
な

　

お
、
彼

の
ク

ン
ヤ
は
史
料
に
よ

っ
て
異
同
が
あ
る
。
↓
U
竃

と

N
寓

は

諺
ぴ
⇔
①
N-男
⇔
色

　

と
し
、

諺
鎖

は

〉
暫

巴
-掴
霧
穹

と
す
る
。

こ
の
人
物

に

つ
い
て
は
、
谷

ロ

叫
九
九

　

六

"
八
三
-

八
五
頁
を
参
昭
{せ
よ
。

⑪

↓
9
崔
切
鋤
鰹
鉾

ハ
ラ
ブ

か
ら
北

へ
二
日
行
程

に
位
置
す
る
。
早
く

か
ら
十
字
軍
勢
力

　

の

一
拠

点

で
あ

っ
た

冖
ρ

囲
①

ω
需
鴬
龕

噛
津

慰
勉篭
、罵

袋
ミ
§

丶

導
馬

§

匙
鳴
ミ
卸

　

しd
o
ω↓o
ロ
9

僧
同4
H
c。
8
9
〕Z
①
亳

網
o
蒔
}
HO
謡

"
罐
b。
]
。

⑫

リ
ド
ワ
ー

ン
の
親
イ

ス
マ
ー
イ

ー
ル
派
政
策

に

つ

い
て

は
、
跨

ζ

両゚
傷
念

、、空

阜

　
鬢
競
P

簑
冒
8

氏
.諺
囲9

島
o
H
8
㎝
曽

ド
員
ω
、゚.
禿
ミ
§
鴨
§

劬
肉
ミ
叙
跨

翻
奪
ミ
鳶
ミ

防
鰹

　

(H
㊤
oQ
Φ
)
ニ

ド
①
卑

を
参
照

せ
よ
。

⑬

留

.乙

び
゜
bd
9
臼
.°

こ
の
人
物

に

つ
い
て
は
、
谷

口

一
九
九

八

"
三
七
-
三
八
頁
を

　
参

照
せ
よ
。

⑭

卜
出
二

。。
山
9

同
U
ζ

ビ

謬
騨
占

騨
N
鵠

さ。
鴨
δ
。。
山
Φ
P

b
国

で
は
五
〇

八
年

の
こ

　

と
と
な

っ
て
い
る
が
、

↓
U
ζ

ビ

譲
げ

に
は
日
付
も

入

っ
て
お
り

情

報

も

よ

り

詳

　
細

な
の
で
後
者
の
年
代
を
採
る
。
な
お
、

か
つ
て
私
は

フ
ァ
フ
ル

ッ
デ

ィ
ー

ン
が
イ

ス

　

マ
ー
イ

ー
ル
派

と
敵
対

し
た
事
例
は

こ
の

一
件
し
か
知

ら

れ

て

い

な

い
と
述

べ
た
が

　

[谷

口
」
九
九
六

"
八
五
頁
]
、

本
稿

の
事

例
⑤

に
当

た
る
事
件

で
彼
が
同
派

に
対
す
　

爛



窓史

　

る
反
対
運
動
を
指
揮
し
て
い
た
こ
と
が
そ
の
後
わ

か

っ
た
。
こ
こ
に
先
の
誤

り
を
訂
正

　

し
て
お
く
。

⑮

>
N
凶"
。。
①
。。
晒
内
弓

H9

芻
H
凸
。。
卜。
嚇
N
エ

曽

ド
G。
ρ

↓
∪
窰

で
は

ヒ
ジ

ュ
ラ
暦

五

一

　

二
年

の
部
分

に
こ
れ
ら

一
連

の
事
件
が
ま
と
め
て
載

せ
ら
れ
て
い
る
が

門
↓
U
窰

詈

　

μ鉾
び
山
器
び
]
、

こ
れ

は
著
者

の
編
集
作
業

の
結
果
と
思
わ
れ

る
。

年

代
は
同

時

代

史

　

料

の
要
約

で
あ
る

諺
臥

が
正
確

で
あ
ろ
う
。

⑯

↓
U
蜜

に
は
こ
の
使
節

に
関
し
て
複
数

の
伝
承
が
併

記
さ
れ
て
い
る
上
に
出
典
が
不

　

明
確
な
の
で
、
ど

の
伝
承
が
事
実
を
も

っ
と
も

よ
く
表
し

て

い
る

か

は

見
極

め
が

た

　

い
。
使
節
と
し

て
赴

い
た
人
物

に
着
目
し
て
大
き
く

分
類
す
る
と
以
下

の

よ

う

に
な

　

る
。
e

フ
ァ
フ
ル
ヅ
デ

ィ
ー
ン
自
身
が
赴

い
た

冖↓
∪
罎

け

這
鐡
]
。
⇔
ア
ブ
ー

・
ア

　

ル
フ

ァ
ド
ル

・
イ
ブ

ン

・
ア
ル
ア
デ

ィ
ー
ム

(
諺
ぴ
口
9
り
H
り⇔
傷
一
Hび
⇒
9
罷
軸諺
匙
圃H口
)
ら
が

　

派
遣
さ
れ
た

[
↓
∪
言

μ
二

卜。
O
ρ

嵩
ド
び
]
。
後
者

の
情
報

に
現
れ
る
ア
ブ
ー

・
ア
ル
フ

　

ァ
ド

ル
は
、
ク
ン
ヤ
か
ら
ア
ブ

ー

・
ジ

ャ
ラ
ー
ダ
家

の
ヒ
バ
ト

ッ
ラ
ー
二
世
と
思

わ
れ

　

る
。
彼
は
四
九
九
/

一
〇
〇

六
年
生
ま
れ
な

の
で
当
時

=

一歳

と
か
な
り
若

い
が

、
こ

　

の
時
期
に
こ
の
ク
ン
ヤ
を
持

つ
同
家

の
人
物

は
他

に
確
認

で
き
な
い
。

ヒ
バ
ト

ッ
ラ
ー

　

二
世
に

つ
い
て
は
、
谷

口

一
九
九
六

"
六
九
-
七
〇
頁
を
見

よ
。

　
　

ま
た

目
U
ζ

ビ

嵩
H
げ
に
は
さ
ら
に

〉
び
口
ω
農

ヨ

と

諺
ゲ
ロ
.≧

圃
と

い
う
人
物
が

　

派
遣
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
こ
の
二
名
に

つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
前
者
は

ハ
ラ
ブ

　

人
法
学
者
、
後
者
は

ク
ル
ド
人

の
男
と
だ
け
記

さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
N
国

は
こ
の
使

　

節
団
に

つ
い
て
は
個
人
名
を
挙
げ
ず
、

ハ
ラ
ブ
住
民

奪
ミ

奪

冒
い
)

が

ハ
ラ
ブ
の
名

　

士

や
有
力
者

曾

Nム
、セ
§

§
貸
額
N・§
ミ
黛
§

§
ぎ
)

を
派

遣
し
た
と
述

べ
る
だ
け
で

　

あ

る

冖
N
¢

心◇
鱒
HQ◎こ陽
]
。

⑰

↓
U
ζ

ご

ド詔

ぴ
゜

N
=

卜。
菰

り
Q

で

は

、
同

じ
年

に

シ

ャ
リ

ー

フ
城

か
ら

リ

ド

ワ

ー

　

ン

に
仕

え

て

い

た
兵

士

た

ち
が

追

い
出

さ

れ

、
同

誠

が
破

壊

さ

れ

た
と

さ

れ

て

い
る
。

　

ま

た
そ

の
実

行

者

は

ナ

ー
イ

ブ

の

シ

ャ

ム

ス

ッ
ダ

ウ

ラ

・
ス

ラ
イ

マ
ー

ン

・
プ

ン

・
イ

　

　

　

　

　

　

　
　

く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

ル
ガ

ー
ズ

ィ

ー

(
ω
働
ヨ
ω
巴
-∪
簿
≦
賦

ω
巳
醸

ヨ

似
p
ぴ
゜
昌
讐

臥
)

と

ラ
イ

ー

ス
の

イ
ブ

　

ン

・
ク

ル
ナ

ー

ス

(
嵜

旨

O
ξ

冨

m)

と

な

っ
て

い

る
。

こ

の
城

に
拠

っ
て

い
た

リ

ド

　

ワ

ー

ン

の
遣
臣

た

ち
が

追

い
出

さ
れ

た
後

に
、

イ

ス

マ
ー
イ

ー

ル
派

が

そ

こ
を

利
用

し

　

よ
う

と

し

た

の

で
あ

ろ
う

。

⑱

竃

帥
穿

巴

・。
磨
U
涛
犀
P

現

在

も

ハ
ラ
ブ

旧
市

街

西

側

の
ジ

ャ
ウ

シ

ャ

ン

(
冨

≦
似穹

)

　

山

に
あ

る
。

ハ
ム
ダ

ー

ン
朝

の

サ

イ

フ

ッ
ダ

ウ

ラ

が

三

五

一
/

九

六

二

・
六

三
年

に

　
鋤
一-髯
ロ
ザ
器
ω
ぎ

ゲ

鋤
瞬-彊
磊
醸

印
ゲ

、≧

同
す

諺
ぼ

月
黒

げ
な
る
人
物

の
墓
を

「発
見
」
　

40

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
し
、
そ

こ
に
廟
を
建

て
た

冖諺
団
鼠

。。
凸
O
]
。

⑲

以
上

の
記
述
は

↓
U
嵐

ビ

旨
Φ
び
直
。。O
固

と

N
出

鵠
茜

崔
凸

旨

に
拠

る
。

た
だ
し

　

フ

ァ
フ
ル

ッ
デ

ィ
ー

ン
の
警
告
文

は
前
者
に
の
み
見
え
、　

「有
力
者
と

の
合
意
」
と

い

　
う
文
言
は

N
寓

に
の
み
現
れ
る
。

な
お
、

こ
こ
で
は
三

つ
の
教
会
が
言
及
さ
れ

て
い

　
る
が
、
最
終
的

に
は
四
教
会
が

マ
ス
ジ
ド
に
変

え
ら
れ
た

【諺
頃
輔
凸
]
。
な
お
、
こ
の

　
事

件
が
生

じ
た
時
期
は
、
史
料

に
よ

っ
て

ヒ
ジ

ュ
ラ
暦
五

=

ハ
年

冖
↓
U
竃
】
、
五

一
七

　
年

冖N
缶
]
、
五

一
八
年

冖〉
缶
】
と
異
同
が
あ

る
。

⑳

男

は
二
単
位

Q
ご
ミ

亀

註
)
、
女

と
子
供

は

一
単
位

Q
ざ

智

)
と
あ

る
が
、
具
体

　
的
な
量

・
額

は
不
明

で
あ
る
。

⑳

巴
-諺
魯

岸

ハ
ラ
ブ
の
西
南
西
約
三
〇

キ

ロ
メ
ー
ト

ル
に
位
置
す
る
。

⑳

　
ア
ジ

ャ
ミ
ー
家

は
、

一
一
世
紀
半
ば
に

ハ
ラ
プ

へ
移
住
し
て
き

た
シ
ャ
ー

フ
ィ
イ

ー

　
派
法
学
派

の
ウ

ラ

マ
ー
家
系

で
あ

る
。
ザ

ッ
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ヤ
学
院

の
創
設
を
バ
ド
ル

ッ

　
ダ
ウ

ラ
に
働
き

か
け

た
の
は
同
家

の
人
物
で
、
以
後
も
同
家
は
こ
の

マ
ド

ラ
サ
と
密
接

　
な
関
係

を
保

っ
た

冖谷

口

一
九
九

六

"
七
七
-

八

一
頁
]
。

㊧
　
閃
程
鎖
.出
ゲ

留

.岸

事
例
③

に
現
れ
る

ラ
イ
ー
ス

陀
サ
ー
イ
ド

の
息
子

冖谷

口

一
九

　
九
八

二
二
九
頁
】
。

@

諺
ぴ
μ

O
鋤
巳
ヨ

]≦
ロ
冨

彗
巨
巴

ヴ

缶
注
畧

≧

一罫

目ぴ
ロ
諺
び
圃
冨
目
巴
斜

こ
の
人
物

に

　

つ
い
て
は
、
谷

口

一
九
九

六

"
六
八
ー
六
九
頁
を
参
照
せ
よ
。

⑮

　
ズ

フ
ラ
と
ア
ブ

ー

・
ア
ブ
ド

ッ
ラ
ー
の
両
者
は

目
)
]≦

で
は
言
及

さ

れ

て

い

な

　

い
。
後

者
が
ど

う
い
う
人
物

で
あ

っ
た
か
は
不
明

で
あ

る
。

⑳

切
日

分

ド
O
Φ
ω
l
HO
①
刈
恥
↓
U
ζ

日
鱒
μ
り
OQ⇔
占
"
bQO
Oび
凸
O
B⇔
㎞
N
寓

b◎
"
B
切
i
トの鱒
CQ.
こ
の

　
事
例

の
経
緯

に

つ
い
て
も
史
料
に
よ
り
若
干
の
差
異
が
あ
る
。
イ
ブ

ン

・
ア
ピ

ー

・
タ

　

イ
ィ

(
↓
U
]≦
)

は
、

マ
1
ル
デ
ィ
ー
ン

へ
派
遣
さ
れ

た
使
節
が

テ

ィ
ム
ル
タ
シ

ュ
に

　
援
助
を
拒
ま
れ
て

ハ
ラ
ブ

へ
帰
還

し
、
改
め
て

フ

ァ
フ
ル

ッ
デ

ィ
ー

ン
が
ブ

ル
ス
キ
ー

　

に
使
節
団
を
送

っ
た
と

し
て
い
る
。

一
方

切
↓

と

N
出

は
、

一
行
が

マ
ー
ル
デ

ィ
ー

　

ン
か
ら

マ
ウ

ス
ィ
ル
へ
直
接
赴

い
た
と
す

る
。
イ
ブ

ン

・
ア
ピ

ー

・
タ
イ
ィ
の
主
な
情

　
報
源

で
あ

る
彼

の
父
と
祖
父
は
当
時

ハ
ラ
ブ

に
い
た
と
思

わ
れ
、
切
↓

と

N
出

の
情
報

　

は
使
節

の

一
人
で
あ

っ
た
ア
ブ

ー

・
ガ
ー

ニ
ム
か
ら

の
伝

承
に
基

づ

い

て

い

る
。
実

　
際
、
日
U
髯

の
記
述

は
使
節
を
派
遣
し
た
側

の
事

清
に
詳

し

く
、
bd
↓

と

N
団

は
使

　
節
団
自
体

の
様
子
を
詳
細

に
伝
え
て

い
る
。
双
方

の
伝
え
る
情
報

は
と
も
に
信
頼
性
が
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高

い
と
考
え
ら
れ
、
上
記
の
齟
齬

は
情
報
源
と
な

っ
た
人
物

の
立
場
の
違

い
を
反

映
し

　

た
情
報

の

一
部
欠
落
が
原
因
と
考

え
ら
れ

る
。
し
た
が

っ
て
、

マ
ー

ル
デ

ィ
ー
ン
に
派

　

遣
さ
れ

た
使
節
団

の
う
ち

一
部
は

ハ
ラ
プ

へ
帰
還
し
、
ア
ブ

ー

・
ガ
ー

ニ
ム
ら

は
直
接

　

ブ
ル

ス
キ

ー
の
許

へ
赴

い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

⑳

　
団
斡
ゲ
温

ず

]≦
仁
言

日
日
匙

Hび
昌
巴
-帽
鍍
踏
ゲ

五

剛
九
/

一
=

一五

・
二
六
年

に
フ

　

ァ
フ
ル
ッ
デ

ィ
ー
ン
が
暗
殺
さ
れ
た
後

、
そ

の
地
位
を
継

い
だ
。

こ
の
人
物

に

つ
い
て

　

は
、
谷

口

一
九
九
六

"
八
五
ー
八
六
頁

を
参
照

せ
よ
。

⑱

ω
↓

8

ω
曽
圃
1
ω
舘
縛

↓
∪
ζ

詈

b。
恥。①
餌
歯
b。謡
`

イ
ブ

ラ
ー
ヒ
ー

ム
と

ボ

ヘ
モ
ン
ド

　

の
到
来
時
期
が
史
料
間

で
食

い
違

う
。
↓
U
窰

は
、

一
〇

月
下
旬
に
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム

　

が
到
来

し
、
そ

の
後

ボ

ヘ
モ
ン
ド
が
攻
め

て

き

た
と

す

る

冖
↓
U
竃

ご

鵠
①
菖

。

「

　

方
、
じd
同

で
は
ボ

ヘ
モ
ン
ド
と

の
交
渉

は
同
月

=

一日
と
さ
れ
、
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の

　

劉
着
時
期
が

一
〇
月
末
と

な

っ
て
い
る

冖
じσ
↓

S

ω
謹
◎。
]
。

㊧
　
そ

の
後

五

二

二
/

一
二

九

・
二
〇
年

に
暗

殺

さ

れ

る

冖谷

口

一
九
九

八

"
三
八

　

頁
]
。

⑳

　

ハ
ラ
ブ

の
カ
ー
デ

ィ
ー
が
外
交
使
節

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
事
例
に

つ
い
て
は
、
谷

口

　

淳

↓

「
一
一
i

一
三
世
紀

ハ
ラ
ブ

の
カ
ー
デ

ィ
ー
と
支
配
者
」
　
『
東
洋
史
研
究
』
五
七

　

巻
四
号

(
一
九
九
九
年
)
"
七
八
三
-
七
八
六
頁
を
参
照

せ
よ
。
こ
の
論
文
は
以

下

「
谷

　

口

扁
九
九
九
」
と
略

記
す

る
。

⑳

　
諺
び
口

巴
・掴
霧
餌
ロ
諺
ザ
ヨ
＆

Hぎ

諺
ぴ
日
智
N鋤
斜

こ
の
人
物

に
つ
い
て
は
、
谷

口

一

　

九
九

六

㈹
七

一
i

七
二
頁
を
参
照
せ
よ
。

⑫

谷

口

一
九
九
六

軸
八
九
ー
九
〇
頁

嚇
谷

口

一
九
九
九

"
七

八
八
ー
七
八
九
頁
。

⑱

　
谷

口

一
九
九
八

"
四
五
-
四
六
頁
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ

て
い
な

い
事
例
と
し

て
、
五

　

一
六
/

一
一
二
二
年

に
バ
ド

ル
ッ
ダ
ウ
ラ

・
ス
ラ
イ

マ
ー
ン
が

フ

ァ
フ
ル
ッ
デ

ィ
ー

ン

　

に

ハ
ラ
ブ

の
諸
事

を
任

せ
た

Q
魯
、畠
隷

"
§
、

慧

肆
い

篤ミ
ヤ
ミ
)

と
言
わ
れ

て
い
る

　

肩

U
ζ

一
叫
旨
り
呂

と

い
う
記
述
を
あ
げ

て
お
く
。

⑭

　
↓
U
ζ

ご

お
O
び
.

こ
の
事
件

に
つ
い
て
は
、

谷

口

一
九
九

六

"
八
四
頁
も
参
照
せ

　

よ
。

⑳

↓
∪
]≦

ビ

bo
置
磐
　
ア
ジ
ャ
ミ
ー
家

の

ア
ブ
ド

ヅ
ラ
フ
マ
ー
ン
に

つ
い
て
は
、

谷

口

　

一
九
九
六

"
七
七
-
七
八
頁
を
参
照

せ
よ
。

⑳

　

=

世
紀
後
半

か
ら

=

一世
紀
初
頭
に
か
け

て
、
地
中
海
沿
岸
の

タ

ラ

ー
ブ

ル

ス

　

(
ト
リ
ポ
リ
)

で
も
カ
ー
デ

ィ
ー
が
権
勢

を
振

る

っ
た
。

し
か
し
そ
こ
で
は

ア
ン
マ
ー

　

ル
家

の
カ
ー
デ

ィ
ー
が
自

ら
軍
隊
を
持

ち
支
配
者
と
し
て
君
臨
し
て
お
り
、

ハ
ラ
ブ
と

　
は
か
な
り
異
な

っ
た
状
況
が
展
開
し
た

門佐
藤
次
高

「
=

～

一
一
一世
紀

シ
リ
ア
地
方

　
社
会

の
裁
判
官
」
　
『
オ
リ

エ
ン
ト
』

三
四
巻

二
号

(
一
九
九

二
年
)
"
五
ー

六
頁
]
。

⑳

　
ザ

ン
ギ

ー
朝

の
マ
ド

ラ
サ
創
設

を
め
ぐ

っ
て
は
、
さ
し
あ

た
り
、
阿
久
津

正
幸

「
ザ

　

ン
ギ
ー
朝

ア
レ
ッ
ポ
の

マ
ド

ラ
サ
建
設
」
『
イ

ス
ラ
ム
世
界
』

五
三

(
一
九
九
九
年
)
鱒

　

一
-

二
五
頁
を
参
照
せ
よ
。
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